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仲
里
議
員　

軽
便
跡
地
の
利
用

に
つ
い
て
、
管
理
運
営
を
ど
の

よ
う
に
計
画
し
て
い
る
の
か
。

新
垣
企
画
財
政
課
長　

維
持
管

理
費
の
七
〇
％
が
人
件
費
で
あ

る
た
め
、
管
理
を
外
部
に
委
託

す
る
な
ど
軽
減
を
図
る
よ
う
に

し
ま
す
。
地
元
自
治
会
で
指
定

管
理
を
す
る
案
、
ま
ち
歩
き
ガ

イ
ド
の
事
務
所
と
し
て
管
理
す

る
案
等
、
提
案
を
い
く
つ
か
受

け
て
い
る
の
で
、
検
討
し
、
方

針
を
決
定
し
ま
す
。

仲
里
議
員　

来
客
者
の
予
定
人

数
は
。
ま
た
、
何
に
基
づ
い
て

の
数
字
な
の
か
。

新
垣
企
画
財
政
課
長　

斎

場
御
嶽
の
訪
問
者
四
三
万
～

四
五
万
人
の
約
一
〇
％
と
し

て
、
四
万
三
千
人
～
四
万
五
千 仲里 司 議員

軽
便
跡
地
の
管
理
運
営
は

人
程
度
を
想
定
。
何
か
の
数
値

に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
。

四
三
万
人
か
ら
四
五
万
人
が
与

那
原
を
通
過
し
て
い
る
だ
け
な

の
で
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
取

り
込
ん
で
い
く
か
。
目
標
値
と

し
て
の
四
万
五
千
人
を
誘
導
で

き
る
施
策
を
立
て
て
い
き
た
い
。

仲
里
議
員　

こ
の
事
業
が
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
場
合
、
町
民

に
対
し
ど
う
責
任
を
取
る
の
か
。

新
垣
企
画
財
政
課
長　

一
括

交
付
金
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
、
す
べ

仲
里
議
員　

自
治
会
交
付
金

に
、
な
ぜ
一
括
交
付
金
が
活
用

で
き
な
い
の
か
？

新
垣
企
画
財
政
課
長　

自
治
会

活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
全

国
的
な
課
題
で
あ
り
、
一
括
交

付
金
の
趣
旨
で
あ
る
「
沖
縄
振

興
に
資
す
る
事
業
」「
沖
縄
の

自
立
戦
略
的
発
展
に
資
す
る
も

の
」「
沖
縄
の
特
殊
性
に
起
因

す
る
事
業
」
に
は
当
て
は
ま
ら

な
い
な
た
め
。

仲
里
議
員　

教
育
に
特
化
し
た

交
付
金
に
す
る
な
ど
、
頭
を
ひ

ね
っ
て
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
。本
当
に
自
治
会
が
今
、困
っ

て
い
る
状
況
な
の
で
、
単
費
で

も
構
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

仲
里
議
員　

国
の
方
針
に
よ

る
給
与
と
交
付
税
と
の
関
係

は
。

玉
城
総
務
課
長　

今
年
度
の

国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
支

給
措
置
を
踏
ま
え
、
国
に
準
じ

て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ

う
総
務
大
臣
か
ら
要
請
が
あ

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
地

方
財
政
計
画
で
地
方
公
務
員

給
与
費
八
五
○
四
億
円
を
削

減
し
、
削
減
額
に
見
合
っ
た

事
業
費
を
防
災
減
災
事
業
、

地
域
活
性
化
等
の
事
業
費
と

し
て
歳
出
予
算
で
計
上
。
給

与
削
減
に
よ
る
本
町
の
基
準

財
政
需
要
額
へ
の
影
響
額
が

三
四
一
九
万
八
千
円
、
新
た
な

事
業
費
が
一
五
六
五
万
二
千

円
な
の
で
、
差
し
引
き
一
八��

五
四
万
六
千
円
が
交
付
税
へ

の
影
響
と
な
り
ま
す
。

仲
里
議
員　

こ
れ
だ
け
の
予

算
が
削
減
さ
れ
る
と
な
る

と
、
そ
の
財
源
を
つ
く
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

減
額
し
た
分
を
地
域
活
性
化

に
充
て
る
と
い
う
国
の
施
策

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
自
治
会

交
付
金
に
充
て
れ
ば
よ
い
の

で
は
。

福
地
副
町
長　

交
付
税
は
地

方
の
必
要
な
お
金
と
し
て
算

定
さ
れ
る
べ
き
で
、
復
興
財

源
に
充
て
る
か
ら
交
付
税
か

ら
引
く
と
い
う
考
え
は
、
ず

れ
が
あ
る
。
本
町
は
、
平
成

一
七
年
か
ら
一
八
年
、
給
与

五
％
削
減
の
中
で
努
力
を
し

て
き
ま
し
た
。
ほ
か
の
市
町

村
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

仲
里
議
員　

国
か
ら
の
流
れ

の
中
で
給
与
か
ら
削
減
し
ろ

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
本
当

に
町
民
の
た
め
に
や
る
事
業

の
予
算
が
な
け
れ
ば
、
泣
い

て
も
ら
う
し
か
な
い
。
た
だ
、

し
っ
か
り
予
算
が
組
め
る
の

で
あ
れ
ば
、
問
題
は
な
い
。

そ
の
部
分
の
整
理
を
し
っ
か

り
と
や
り
、
判
断
を
間
違
え

な
い
で
ほ
し
い
。

自
治
会
交
付
金

職
員
給
与
削
減
は
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て
の
予
算

に
つ
い
て

責
任
が
あ

り
ま
す
。

一
円
た
り

と
も
無
駄

に
し
な
い

義
務
の
も

と
で
努
力

し
て
い
き

ま
す
。

与那原駅舎復元図

上与那原の獅子舞
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我謝 孟範 議員

我
謝
議
員　

水
道

会
計
は
毎
年
黒
字
で

三
億
近
く
の
貯
え
が

あ
り
値
下
げ
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

石
川
上
下
水
道
課
長

　

今
後
十
年
間
の
事

業
計
画
と
し
て
老
朽

空
屋
と
な
っ
て
お
り
、
各
課
で
有

効
活
用
を
話
し
合
っ
て
い
る
。
文

化
協
会
か
ら
も
町
有
施
設
の
借

用
願
い
が
あ
り
、
幅
広
く
検
討
し

て
い
き
た
い
。

我
謝
議
員　

海
外
か
ら
町
内
の

知
人
を
頼
っ
て
く
る
方
や
観
光
客

等
も
含
め
て
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

管
を
耐
震
管
に
す
る
た
め
毎
年

五
、六
千
万
円
投
入
の
予
定
で
あ

り
、
又
公
営
企
業
の
あ
り
方
で
は

給
水
収
益
三
億
七
千
万
と
同
額
の

貯
え
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

差
額
が
七
千
六
百
万
円
あ
り
、
健

全
財
政
維
持
を
優
先
さ
せ
た
い
。

我
謝
議
員　

十
年
計
画
の
資

料
で
は
、
一
九
九
五
年
の
ピ
ー
ク

時
、
八
一
三
二
ｍ
、
次
の
ピ
ー
ク

時
二
〇
〇
一
年
九
〇
四
二
ｍ
配
水

管
を
布
設
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

時
の
財
政
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
消
費
税
も
課
税
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
後
土
地
を
購
入
し
庁
舎

イ
パ
ス
事
業
が
入
っ
て
い
る
が
、

県
は
知
っ
た
上
で
位
置
付
け
し
て

い
る
の
か
。
幅
四
〇
ｍ
の
バ
イ
パ
ス

が
横
切
る
が
、
そ
こ
が
危
険
箇
所

な
の
か
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

知
念
高
、
与
中
生
徒
の
避
難
場
所

は
町
営
江
口
団
地
と
な
っ
て
い
る

が
、
数
千
名
が
一
同
に
集
中
す
る

の
で
満
杯
に
な
る
。
日
の
出
園
方

面
に
通
路
を
確
保
せ
よ
と
以
前
に

意
見
し
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

新
里
総
務
課
参
事　

実
際
に
は

バ
イ
パ
ス
工
事
前
の
地
形
を
も
と

に
測
量
を
行
っ
て
の
指
定
で
あ

る
。
説
明
会
で
は
現
状
に
合
わ
せ

て
見
直
し
を
行
う
場
合
も
あ
り
、

大
き
く
地
形
が
変
わ
っ
て
い
な
け

れ
ば
指
定
が
そ
の
ま
ま
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。
町
営
団
地
の
避
難
場

所
は
以
前
か
ら
袋
小
路
を
懸
念
し

て
い
た
。
今
後
検
討
す
る
。

我
謝
議
員　

沖
縄
県
が
知
っ
て
い

た
か
ど
う
か
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。

新
里
総
務
課
参
事　

バ
イ
パ
ス

の
影
響
は
ど
う
か
と
の
質
問
に
対

し
、
県
は
わ
か
ら
な
い
と
の
答
弁

で
し
た
の
で
バ
イ
パ
ス
を
加
味
し

て
の
指
定
で
は
な
い
と
感
じ
て
い

る
。
町
と
し
て
県
に
測
量
の
見
直

し
等
要
請
し
た
い
。

水道料金について

を
建
設
さ
れ
て
い
る
が
説
明
を
。

石
川
上
下
水
道
課
長　

ピ
ー
ク

時
に
お
け
る
予
算
は
補
て
ん
財
源

か
ら
投
入
と
な
っ
て
い
る
。
当
時

の
内
容
に
つ
い
て
は
調
べ
て
報
告

し
た
い
。
消
費
税
五
％
導
入
時
に

は
大
幅
な
料
金
改
定
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　

庁
舎
の
予
算
は
当
時
財
源
が

多
く
あ
り
二
億
一
千
万
円
補
て
ん

財
源
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
。

我
謝
議
員　

納
得
で
き
な
い
。
十

年
間
は
何
が
あ
っ
て
も
料
金
体
系

は
そ
の
ま
ま
な
の
か
。
十
年
計
画

と
こ
れ
ま
で
の
会
計
予
算
を
細
か

く
報
告
せ
よ
。

石
川
上
下
水
道
課
長　

さ
ら
に

分
析
し
報
告
し
た
い
。
計
画
は
計

画
と
し
て
進
め
な
が
ら
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
、
二
十
六
年
度
決
算

時
に
基
金
財
源
と
擦
り
合
わ
せ
検

討
し
た
い
。

�

町
有
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

国
道
バ
イ
パ
ス 

高
架
下
の
活
用
を

我
謝
議
員　

与
原
・
那
覇
間
の

国
道
バ
イ
パ
ス
が
数
年
後
に
は
運

用
開
始
と
な
る
が
活
用
は
考
え
て

い
る
か
。

城
間
ま
ち
づ
く
り
課
長　

災
害

時
に
お
け
る
一
時
避
難
場
所
及
び

与
原
公
園
利
用
、
三
津
武
嶽
参

拝
時
の
駐
車
場
等
と
し
て
利
用
で

き
れ
ば
地
域
に
対
す
る
貢
献
度
が

増
大
す
る
こ
と
か
ら
、
国
の
関
係

部
局
員
と
現
地
確
認
の
上
、
要
請

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
使

用
計
画
を
立
て
橋
梁
に
影
響
が
な

い
範
囲
で
あ
れ
ば
使
用
可
能
と
の

回
答
を
得
た
。
有
効
活
用
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

防
災
計
画
に
つ
い
て

我
謝
議
員　

危
険
箇
所
の
現
状

と
対
策
、
九
月
四
日
の
避
難
訓
練

の
成
果
と
今
後
の
課
題
は
。

新
里
総
務
課
参
事　

土
砂
災
害

警
戒
区
域
と
し
て
当
添
二
、
板

良
敷
一、
江
口
一、
与
原
一、
合
計

五
ヶ
所
。
地
す
べ
り
で
当
添
、
板

良
敷
、
江
口
、
与
原
各
一
ヶ
所
で

計
四
ヶ
所
と
な
っ
て
い
る
。
対
策

と
し
て
沖
縄
県
が
災
害
区
域
の
指

定
を
行
っ
た
後
、
町
と
し
て
警
報

の
発
令
、
及
び
伝
達
、
救
助
及
び

警
戒
避
難
態
勢
に
関
す
る
時
効

を
定
め
、
住
民
に
周
知
す
る
。
町

と
し
て
の
課
題
に
取
り
組
み
県
に

も
要
請
し
て
い
く
。
津
波
避
難
訓

練
は
沖
縄
県
の
地
域
防
災
計
画
の

目
標
、
五
分
で
子
供
達
を
守
れ
る

か
、
が
テ
ー
マ
で
約
四
千
五
百
人

が
参
加
し
た
。
学
校
、
保
育
所
等

の
施
設
に
は
チ
ェ
ッ
ク
目
標
を
設

け
て
職
員
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し

て
張
り
つ
き
実
施
し
た
。
現
在
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
集
計
、
参
加
団

体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
途
中
で
あ

り
、
集
計
後
資
料
を
提
供
す
る
。

我
謝
議
員　

私
は
与
原
、
浜
田

区
で
実
施
さ
れ
た
県
の
防
災
箇
所

説
明
会
に
参
加
し
疑
問
に
思
っ
て

い
る
。
地
す
べ
り
箇
所
に
国
道
バ

我
謝
議
員　

与
原
地
内
に
篤
志

家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
土
地
建
物
が

あ
る
が
、
あ
す
な
ろ
が
退
去
後
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
様

に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

新
垣
企
画
財
政
課
長　

現
在
は
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大型ＭＩＣＥ施設をマリンタウンへ！

　
十
一
月
十
七
日
、
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
誘
致
住
民

大
会
が
マ
リ
ン
パ
ー
ク
に
て
開
催
さ

れ
、
約
二
千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

町
議
会
も
住
民
大
会
に
参
加
し
、
誘

致
の
成
功
を
目
指
し
て
結
束
を
固
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
で
は
識
名
盛
紀
議
会

議
長
が
登
壇
し
、「
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

の
土
地
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
た
め
に
準
備

し
て
あ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

か
。
五
〇
年
後
の
人
口
九
〇
億
人
の

半
分
が
東
南
ア
ジ
ア
で
あ
る
。
こ
の

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
人
・
物
・
資

金
・
情
報
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
受
け
皿
と

な
る
。
両
町
議
会
が
一
緒
に
な
っ

て
、
誘
致
ま
で
命
の
限
り
頑
張
る
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
議
会
は
、
東
海
岸
地
域
活
性
化

の
核
と
な
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
誘
致
を

強
く
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

�

９月定例会ＭＩＣＥ施設誘致決議を可決
　

県
が
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
国
際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
等
）
に

利
用
で
き
る
二
万
人
規
模
の
大
型
催
事
施
設
の
整
備

を
計
画
し
て
お
り
、
与
那
原
町
と
西
原
町
に
ま
た
が

る
中
城
湾
港
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
内
県
有
地
へ
の
誘
致
要

請
決
議
を
九
月
二
十
六
日
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
は
、
開
発
地
の
確
保
が
可
能

で
あ
り
、
那
覇
空
港
か
ら
三
〇
分
圏
内
で
あ
る
こ
と

か
ら
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
要
請
の
宛
先
は
県
知

事
及
び
県
議
会
議
員
全
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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与
那
原
町
で
は
、
沖
縄

振
興
特
別
推
進
交
付
金
を

活
用
し
た
公
共
施
設
の
設

置
に
よ
り
、
町
が
管
理
す

る
施
設
が
今
後
増
え
る
こ

と
か
ら
、
適
正
な
施
設
運

営
及
び
今
後
の
行
財
政
改

革
に
つ
い
て
調
査
検
討
を

行
う
た
め
「
行
財
政
改
革

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
」
を
今
年
八
月
に
設
置

法
に
つ
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ

や
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
、

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
、
通

常
の
体
育
施
設
に
と
ら
わ

れ
な
い
ア
イ
デ
ア
を
提

起
。
ま
た
、
維
持
管
理
費

の
軽
減
施
策
と
し
て
、
売

電
事
業
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
・
広
告
料
な
ど
、
歳

入
の
確
保
に
つ
い
て
も
提

案
し
て
い
ま
す
。

「
複
合
施
設
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
」

し
ま
し
た
。
特
別
委

員
会
で
、
先
進
地
を

訪
問
し
調
査
研
究
を

行
っ
た
上
で
、
十
一

月
七
日
に
、
上
の
森

公
園
に
建
設
さ
れ
る

観
光
交
流
複
合
施
設

の
維
持
管
理
に
関
す

る
提
案
書
を
町
長
へ

提
出
し
ま
し
た
。

　

提
案
書
の
内
容

は
、
施
設
の
活
用
方

特
別
委
員
会
か
ら
町
長
へ
提
案


